
平
成
15
年
度
の
三
鷹
駅
南
口
周

辺
の
指
定
自
転
車
等
駐
車
場
利
用

登
録
（
自
転
車
・
50
≈
以
下
の
原

動
機
付
自
転
車
）
を
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
登
録
制
の
駐

輪
場
を
利
用
し
て
い
る
方
の
利
用

期
間
は
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
来
年
度
も
利
用
を

希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
を
忘
れ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら
駐
輪
場
を
申

請
者
に
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
各
駐
輪
場
で
希
望
者
が
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
し
、
ほ
か
の
駐

輪
場
に
空
き
が
あ
る
場
合
の
み
振

り
分
け
を
し
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
方

次
の
fl
〜
·

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。
fl
三

鷹
市
ま
た
は
隣
接
す
る
市
・
区
に

住
所
ま
た
は
通
勤
・
通
学
先
が
あ

る
。
‡
通
勤
・
通
学
の
た
め
、
１

週
間
に
お
お
む
ね
４
日
以
上
三
鷹

駅
を
利
用
す
る
。
·
住
所
、
通
勤

登録手数料

自転車

原動機付

自転車

三鷹市民

学　生

2,000円

一　般

3,000円

三鷹市民以外の方

学　生

3,000円

一　般

4,000円

三鷹市民

学　生

3,000円

一　般

4,000円

三鷹市民以外の方

学　生

4,000円

一　般

6,000円

▼
２
月
14
日
–
（
郵
送
の
場
合
は

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
利
用
登
録

申
請
書
に
必
要
事
項
を
す
べ
て
記

入
し
、
社
員
証
・
学
生
証
な
ど
通

勤
・
通
学
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
（
定
期
券
・
名
刺
は
不
可
）
を

同
封
し
（
原
動
機
付
自
転
車
は
標

識
交
付
証
明
書
の
写
し
も
必
要
）、

「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所

都
市
交
通
課
」
へ
郵
送
ま
た
は
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
を
審
査
し
（
申
請
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
、
３
月
上
旬

ま
で
に
申
請
者
全
員
に
利
用
登
録

の
承
認
・
不
承
認
の
決
定
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。

・
通
学
先
が
三
鷹
駅
か
ら
お
お
む

ね
800
A
以
上
の
距
離
に
あ
る
。

◆
登
録
手
数
料

別
表
の
と
お

り
。※

学
生
の
方
は
、
学
生
証
・
合

格
証
・
入
学
許
可
証
な
ど
の
写
し

が
な
い
場
合
、
一
般
の
手
数
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
写
し
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
特

別
な
事
情
の
あ
る
方
に
は
減
免
措

置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
登
録
の
有
効
期
間

４
月

１
日
〜
平
成
16
年
３
月
31
日

◆
申
請
書
の
配
付
場
所

都
市
交

通
課
（
市
役
所
５
階
W
番
窓
口
）

・
三
鷹
駅
市
政
窓
口
・
別
図
fl
‡

·
„
Á
の
各
駐
輪
場
詰
所

№ 駐 輪 場 名  区分

fl

‡

·

‚

„

‰

Â

Ê

Á

A

B

C

D

a

b

さくら通り駐輪場

すずかけ駐輪場

三鷹駅中央駐輪場

けやき橋駐輪場

郵便局通り駐輪場

禅林寺通り駐輪場

さくら通り第二駐輪場

下連雀四丁目駐輪場

電車庫通り駐輪場

さくら通り駐輪場

すずかけ駐輪場

産業プラザ地下駐輪場

駅前西商店会通り駐輪場

三鷹駅南口西自転車駐車場

三鷹駅南口東自転車駐車場

登
　
録
　
制

無
料

買
物
用

有
料

※三鷹駅第１・第２駐輪場は３月末日をもって閉鎖します。

至吉祥寺至武蔵境

三
鷹
通
り

禅
林
寺
通
り

中
央
通
り

酒
屋

す
ず
か
け
通
り

東
京
三
菱

銀
行

コ
ラ
ル

三
鷹
商
工
会
館

病
院

C

aa

B

D

A

bb

さくら通り

丸正

名取屋

駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

南口

三鷹駅

„

Ê

Â

‰

‚

·

‡

fl

Á

▽
３
月
12
日
Œ
午
後
１
時
か
ら
、

都
庁
第
１
本
庁
舎
特
別
会
議
室
Ａ

で
。

▼
２
月
28
日
–
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
163
―
８
０

０
１
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１

東
京
都
都
市
計
画
局
都
市
計
画
課

計
画
監
理
係
」
へ
申
し
込
む
。
傍

聴
は
抽
選
で
15
人
ま
で
。
く
わ
し

く
は
都
庁
ホ
U
ム
ペ
U
ジhttp:

//w
w
w
.m
etro.tokyo.jp

・
都

庁
都
市
計
画
課
ò
03
―
５
３
８
８

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
屋
外
広
告
物
と
は

常
時
ま
た

は
一
定
期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公

衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
看
板

・
立
看
板
・
は
り
紙
・
は
り
札

や
、
広
告
板
・
広
告
塔
・
建
物
な

ど
に
掲
出
さ
れ
る
も
の
な
ど
を
い

い
ま
す
。

◆
掲
出
の
禁
止

高
速
道
路
沿
い

な
ど
の
一
定
の
区
域
、
橋
、
街
路

樹
、
植
樹
帯
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、

電
柱
、
街
路
柱
な
ど
に
は
、
は
り

紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
の
ぼ
り

旗
な
ど
の
掲
出
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
許
可
申
請
手
数
料

許
可
に
あ

た
っ
て
は
都
条
例
に
基
づ
き
手
数

料
が
必
要
で
す
。

∞
道
路
整
備
課
ò
内
線
２
８
４

３

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同

で
運
営
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が

会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
と
き
見
舞
金
を
受
け

ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。現

在
加
入
し
て
い
る
方
は
３

月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

継
続
加
入
お
よ
び
新
た
に
加
入

を
希
望
す
る
方
は
、
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
た
申
込
書
で
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
で
き
る
方

fl
市
内
に

住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ

る
方
、
‡
　
fl
の
会
員
と
生
計

を
同
じ
く
し
、
他
市
町
村
に
就

学
し
て
い
る
方
。

◆
会
費

fl
Ａ
コ
U
ス
（
年
額

１
千
円
で
最
高
300
万
円
の
見
舞

金
）
、
‡
Ｂ
コ
U

ス
（
年
額
500

円
で
最
高
150
万
円
の
見
舞
金
）

◆
共
済
期
間

４
月
１
日
〜
平

成
16
年
３
月
31
日

▼
「
加
入
申
込
書
」
に
会
費
を

添
え
て
、
市
役
所
１
階
み
ず
ほ

銀
行
派
出
所
、
各
市
政
窓
口
お

よ
び
市
内
の
各
金
融
機
関
で
申

し
込
む
。

※
申
込
書
が
届
い
て
い
な
い

方
は
、
市
役
所
１
階
み
ず
ほ
銀

行
派
出
所
・
各
市
政
窓
口
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

∞
都
市
交
通
課
ò
内
線
２
８

８
３
・
２
８
８
４
・
交
通
災
害

共
済
ホ
U
ム
ペ
U
ジhttp://

w
w
w
.ctv-tokyo.or.jp

―
３
２
２
５
へ
。

平
成
14
年
度
第
５
回
審
議
会
。

▽
２
月
17
日
Ã
午
前
10
時
30
分
か

ら
、
市
役
所
３
階
市
議
会
全
員
協

議
会
室
で
。

◆
審
議
予
定
案
件

報
告
事
項

「
用
途
地
域
等
の
指
定
に
関
す
る

三
鷹
市
の
基
本
方
針
（
素
案
）」、

「
土
地
利
用
総
合
計
画
改
定
の
基

本
方
針
（
素
案
）」
に
つ
い
て

▼
２
月
10
日
Ã
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
都
市
計
画
課
」

へ
申
し
込
む
。
定
員
15
人
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
12
日
Œ
午
前
10

時
か
ら
抽
選
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

５
東
京
都
で
は
、
美
観
風
致
の
維

持
と
公
衆
に
対
す
る
危
害
防
止
の

た
め
、
「
東
京
都
屋
外
広
告
物
条

例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
内
で
屋
外
に
広
告
物
を

掲
出
す
る
と
き
も
都
条
例
に
基
づ

き
、
許
可
が
必
要
で
す
。
掲
出
す

る
物
件
や
用
途
地
域
に
よ
り
許
可

で
き
る
広
告
物
の
大
き
さ
の
基
準

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
広
告
物
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
方
、
す
で

に
屋
外
に
広
告
物
を
設
置
し
て
い

る
方
で
許
可
を
受
け
て
い
な
い
方

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
公
庫
住

宅
ロ
U
ン
の
返
済
が
困
難
な
方
の

た
め
に
返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
先
が
倒
産
し
た
方
な
ど
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

返
済
期
間
の
最
長
15
年
間
延
長
、

３
年
間
の
元
金
据
置
期
間
の
設
定

お
よ
び
据
置
期
間
中
の
金
利
引
き

下
げ
を
行
い
ま
す
（
こ
の
救
済
措

置
は
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
）。

く
わ
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
東

京
支
店
返
済
相
談
室
ò
03
―
５
２

６
１
―
８
９
２
１
へ
。

帯
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方
（
保

証
会
社
の
利
用
も
可
）。

◆
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
販
売

２
月
12
日
Œ
ま
で
、
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
U

ほ
か

で
。
販
売
場
所
は
公
社
募
集
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
U
ビ
ス
ò
03
―
３
４
０

７
―
３
１
２
０
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
は
郵
送
で
、
２
月
12
日
Œ

ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
14
日
–
ま

で
に
渋
谷
郵
便
局
に
届
い
た
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

く
わ
し
く
は
公
社
募
集
セ
ン
タ

U

ò
03
―
３
４
０
９
―
２
２
４

４
・
ホ
U
ム
ペ
U
ジhttp://w

w
w
.to-kousya.or.jp/

へ
。

※
電
話
の
か
け
間
違
え
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

す
。第
２
期
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
は
、

三
鷹
駅
前
の
産
業
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
店
舗
を
中
心
と
し

た
フ
ロ
ア
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
次
の
条
件
を
確
認
の
上
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】

◇
２
階
フ
ロ
ア

519
平
方
A
　

◇
賃
料

３
千
200
円
／
平
方
A
　

◇
敷
金

月
額
賃
料
の
３
カ
月

◇
契
約
期
間

５
年
間

◇
募
集
事
業
者

小
売
業
お
よ
び

飲
食
業
。
中
小
企
業
者
で
あ
る
こ

と◇
店
舗

ス
ケ
ル
ト
ン
渡
し

◇
募
集
期
間

２
月
３
日
Ã
〜
20

日
œ∞

X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
40
―

９
６
６
９

都
内
全
域
で
一
般
賃
貸
住
宅
約

１
千
300
戸
・
都
民
住
宅
約
700
戸
を

募
集
し
ま
す
。

◆
三
鷹
市
内
で
募
集
の
あ
る
住
宅
　

ア
ル
カ
サ
U
ル
井
口
（
井
口
１

―
11
―
14
）
・
リ
ベ
ル
テ
三
鷹

（
上
連
雀
１
―
24
―
16
）
・
ネ
オ

ア
U
ジ
ュ
三
鷹
（
下
連
雀
９
―
３

―
12
）
・
リ
バ
U
パ
U
ク
井
の
頭

（
牟
礼
６
―
25
―
17
）
・
ア
イ
ル

連
雀
（
上
連
雀
４
―
20
―
８
）
・

ヴ
ェ
ル
ジ
ュ
・
ノ
U
ル
（
北
野
１

―
１
―
９
）
・
グ
ラ
ン
ド
U
ル
三

鷹
壱
番
館
・
弐
番
館
（
牟
礼
７
―

６
―
44
・
45
）
・
マ
ノ
ワ
U

ル

（
中
原
１
―
２
―
22
）
・
第
二
ミ

ツ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
（
下
連
雀
９
―

５
―
33
）

◆
申
込
資
格

fl
都
内
在
住
在
勤

の
方
、
‡
同
居
親
族
（
内
縁
・
婚

約
者
を
含
む
）
の
い
る
方
（
一
部

単
身
者
可
）
、
·
公
社
の
定
め
る

月
収
基
準
以
上
の
方
（
都
民
住
宅

は
都
が
定
め
る
収
入
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
こ
と
）
、
‚
確
実
な
連

三
鷹
駅
南
口
周
辺
に
は
、
利
用

登
録
を
受
け
て
い
な
い
方
の
た
め

の
無
料
駐
輪
場
（
Ê
・
Á
）
、
財

団
法
人
が
管
理
す
る
有
料
駐
輪
場

（
ａ
・
ｂ
）
や
、
３
時
間
以
内
で

利
用
で
き
る
買
物
用
駐
輪
場
（
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
歩
道
な
ど
に
放
置
す

る
と
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な

り
、
特
に
身
体
の
不
自
由
な
方
や

高
齢
者
な
ど
に
と
て
も
危
険
で

す
。
駐
輪
場
の
利
用
に
協
力
く
だ

さ
い
。

∞
都
市
交
通
課
ò
内
線
２
８
８

４

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
を
検

討
す
る
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
第
２

分
科
会
（
座
長
・
西
尾
勝
国
際
基

督
教
大
学
教
授
）
の
傍
聴
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽
第
５
回
＝
２
月
18
日
Õ
、
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
241
会
議
室
、
第

６
回
＝
３
月
12
日
Œ
、
同
243
会
議

室
で
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
〜
９
時
。

▼
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
お
持
ち

の
方
は
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
メ
U

ル
ア
ド
レ
ス
も
）
を
記
入
し
「
〒

181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
企
画

経
営
室
」
・
¿
48
―
１
４
１
９
・

Ｅ
メ
U
ルkikaku@

city.m
ita

ka.tokyo.jp

へ
フ
ァ
ク
ス
、
メ

U
ル
、
は
が
き
な
ど
（
電
話
も
可
）

で
申
し
込
む
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
５

０
・
２
１
５
１
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ち
ょ
こ
っ
と
サ
イ
ズ
の
確
か
な
安
心

ち
ょ
こ
っ
と
共
済（
交
通
災
害
共
済
）募
集

第
157
回
東
京
都

都
市
計
画
審
議
会
の

傍
聴
受
付

三
鷹
市
都
市
計
画

審
議
会
の
傍
聴
受
付

屋
外
に
広
告
物
を
出
す
と
き
は

許
可
申
請
が
必
要
で
す

東
京
都
住
宅
供
給
公
社

賃
貸
住
宅
あ
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）
募
集
中

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

第
２
分
科
会
の

傍
聴
受
付

公
庫
住
宅
ロ
U
ン

返
済
が
困
難
な
方
へ

■
登
録
を
し
て
い
な
い
方
や

買
物
時
は
専
用
駐
輪
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

商品・サービスの発表と交流の場に参加し

てみませんか。対象は市内在住ＳＯＨＯの方。

◆日程 ３月６日œ午後１時～５時30分、三

鷹産業プラザで。

◆商品・サービスＰＲスクエア 自社の商品

やサービスをＰＲ（持ち時間５分）できます。

参加費無料。募集は10社（事前選抜）。

◆商品展示 参加費15,000円から。募集は10

社。

�２月12日Œまでに、http://www.mitaka.
ne.jp/sohocity/festa Ｅメール:festa@
mitaka.ne.jpへアクセスし、必要事項を記
入してメールで申し込む。

≥㈱まちづくり三鷹ò40―9669

第５回ＳＯＨＯフェスタ参加社募集
第
２
期

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
の

入
居
者
募
集

X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
で
は
、
現

在
建
設
中
の
第
２
期
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま


